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宮崎県教育委員会では､東九州自動車道 (都農～西都間)建設予定地にかかる埋

蔵文化財の発掘調査を平成 11年度から実施しております｡本書はその発掘調査報

告書であります｡

本書に掲載された尾小原遺跡 (第三次調査)では､縄文時代早期から晩期の遺

構 ･遺物が確認されました｡特筆すべきは縄文時代早期の成果です｡検出された遺

構は多く､集石遺構が65基､炉穴が7基であります｡同時代の-ツ瀬川下流域で

はこれだけの遺構が検出された例はなく､該期の拠点的な集落跡であったといえる

でしょう｡また､遺物についても押型文土器をはじめ多様な土器が出土しています｡

押型文土器については古いものから新しいものまで幅広く存在し､押型文土器の導

入から衰退までの過程を考える上で重要な資料となるでしょう｡

ここに報告する内容は､今後､当地域の歴史を解明する上で貴重な資料になるも

のと考えられます｡

本書が学術資料としてだけでなく､学校教育や生涯学習の場などで活用され､埋

蔵文化財保護に対する理解の一助になれば幸いです｡

最後に､調査にあたってご協力いただいた関係諸機関･地元の方々､並びにご指導･

ご助言を賜った先生方に対して､厚くお礼申し上げます｡

平成 19年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 清 野 勉



例 言

1. 本書は､東九州自動車道 (#農～西都間)建設に伴い､宮崎県教育委員会が実施した児湯郡新富田]所在の尾

小原遺跡 (第三次調査)の発願調査報告書である｡

2. 発掘調査は､日本道路公団の委託により宮崎県教育委員会が調査主体となり､宮崎県埋蔵文化財センターが

実施した｡なお､日本道路公団は平成 17年 10月1日より分割民営化され､西日本高速道路株式会社九州支

社となったが､本報告書では日本高速道路公団として記載する｡

3. 現地での実測等の記録は島木良浩 ･岡田 諭 ･佐竹智光 ･児玉 幹のほか､高山富雄 ･杉田康之 ･山田洋一

郎 ･小山 博 ･嶋田史子 ･柳田裕三 ･土谷崇夫 ･河野雅人が行い､発掘作業員が補助した｡

4. 整理作業は埋蔵文化財センターで行った｡実測図の作成及び浄書については､土器は岡田が行い､石器は本

センターの藤木 聡が行ったほか､整理作業員が補助した｡また､一部の石箸別ま実測図作成と浄書を (秩)哩

蔵文化財サポートシステムに委託した｡

5. 現地での写真撮影は島木 ･岡田が行った｡また遺物の写真撮影は岡田が行った｡

6. 今次調査のグリッド杭設置及び一部の地形測量業務は (樵)外山測量設計コンサルタントに委託した｡空中

写真は ㈱ 九州航空に委託した｡自然科学分析は(樵)古環境研究所に委託した｡なお､第V章第 1節及び

第2節は(秩)古環境研究所からの成果報告であるが､レイアウトを一部変更して掲載した｡

7. 本書に使用した略記号は次の通りである｡

KAh･.･鬼界一アカホヤ火山灰 Kr-Kb･･･霧島一小林軽石 AT- 姶良Tn火山灰

Kr-Aw- 霧島-アワオコシ Kr-hv･･･霧島-イワオコシ Cr.- グリッドライン SI･･･集石遺構

SPH･炉穴 SC-土坑 SR-砕片集中箇所 WW.II-第二次世界大戦

8. 本吾に使用した周辺遺跡分布図は国土地理院発行の 1/2,5∞地形図をもとに作成した｡また遺跡周辺地形図

等は日本道路公団宮崎工事轍 的､ら提供の 1/1,(X氾測量図をもとに作成した｡

9. 本書で用いた標高は海抜高であり､方位は座標北 (GN.)を基本とし､遺構実測図等の⊥部に磁北を (MN

を用いた｡

10.国土座標は､国土座標第Ⅲ系を基に設定している｡

11.土層及び土器の色調については農林水産省農林水産技術会議事務局監修 ｢新版 標準土色中山 に準拠した｡

12.本書の執筆 ･編集は岡田が担当した｡

13.本遺跡の出土遺物､その他諸言護亮類は､宮崎県埋蔵文化財センターで保管している｡
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第 Ⅰ章

第 1節 調査に至る経緯

東九州自動車道 (都農～西都間)は､平成元年2

月に基本計画がなされ､平成9年3月には整備計画

路線となっている｡さらに､平成9年 12月に建設

大臣から日本道路公団へ施行命令が出され､公団で

は翌年の2月から事業に着手している｡その間､県

教育委員会では､平成6年度に延岡～西都間の遺跡

詳細分布調査を行い､それに基づき埋蔵文化財の保

護について関係機関と協議を重ねた結果､工事施工

によって影響が出る部分については工事着手前に､

発掘調査を実施することとなった｡調査は､平成 11

年度から県教育委員会が日本道路公団の委託を受け､

宮崎県埋蔵文化財センターで行っている｡なお､新

富町内の発掘調査は平成 12年度から開始され､平

成 17年6月を以って完了した｡

尾小原遺跡は総面積 25,6CXjniであり､本調査は

三次にわたって行われた｡第一次調査は平成 13年

11月 1日～平成 14年8月30日にかけて実施され､

4,752niを調査した｡第二次調査は平成 15年9月4

日～平成 16年 1月 29日にかけて実施され､5,(Ⅹ氾

niを調査した｡

今回報告する第三次調査範囲は､当初､調査対象

ではなかった｡しかし､第二次調査時に踏査と試掘

を行った結果､斜面中に平坦な地形があり､被熱に

よると考えられる赤化磯やチャー トの剥片が得られ

たため､遺構 ･遺物の広がりが予想された｡この結

果を受け､該当する範囲を調査対象面積に追加し､

確認調査を行った｡期間は平成 16年9月8日～ 10

月8日まで､調査面積は4(刀niである｡詳細は後述

するが､縄文時代早期～古墳時代中期の遺構 ･遺物

を確認したため､確認調査地の周辺 2,(X沿niに対し

て本調査を行う必要があると判断した (図1)｡第三

次調査は平成 16年 12月 1日～平成 17年 5月 13

日にかけて実施し､整理作業は平成 17年6月 1日

～平成 18年5月31日まで行った｡

は じめに

第2節 調査の組織

尾小原遺跡第三次調査の調査組織は以下のとおり

である｡

調査主体 宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

副所長兼総務課長

副所長

言噺鼻輪司査第二課長

総務課長

調査第一課長

主幹兼総務係長

主棚 担当リーダ｣

調査第一係長

主幹兼調査第一係長

主欄 蛭第一担当リーダ｣

主幹兼調査第二係長

主幹兼調査第二係長

主弼樹蛭第二担当リーダ｣

主査 (調査･調整担当)

主事(調査ヰ日告書担当)

主事 (調査担当)

調 査 員

宮園淳一 (平成 16･17年度)

清野 勉 (平成 18年度)

大薗和博 (平成 16年度)

加藤悟郎 (平成 18年度)

岩永哲夫(平成16-18年度)

宮越 等 (平成 17･18年度)

高山富雄(平成16-18年度)

石川恵史(平成 16･17年度)

高山正信 (平成 18年度)

谷口武範 (平成 16年度)

長津宗重 (平成 17年度)

長津宗重 (平成 18年度)

長津宗重 (平成 16年度)

菅付和樹 (平成 17年度)

菅付和樹 (平成 18年度)

島木良浩 (平成 16･17年度)

岡田 諭(平成16-18年度)

佐竹智光 (平成 17年度)

児玉 幹 (平成 17年度)

調査指導 (敬仰視

泉 拓良 房諸附こ学)

小畑弘己 C3財く大学)

田崎博之 (愛媛大学)

広瀬和雄 (国立歴史民俗博物館)

本田適嘩 (鹿児島大学)

柳沢｢男 (宮崎大学)

調査協力 -ツ瀬川土地改良区
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第 Ⅲ章

第 1節 地理的環境

尾小原遺跡は児湯郡新富町大字新田 16W512､

1eXX36-1(字尾小原)に所在する｡本遺跡の所在す

る新富町は､宮崎平野のやや中央よりの沿岸部にあっ

て､北告βに茶日原段丘面 (海抜約 120m)､三財原段

丘面 (海抜約h )､新田原段丘面 (海抜約 7h )

や丘陵を､南部に九州山地に水源をもつ-ツ瀬川の

低地が広がる｡また､鬼付女川や日置川などの小河

川が細長い浸食谷を台地に刻み､東部の海岸地帯に

砂丘や湖沼を伴う低地も形成されている｡

本遺跡は新田原段丘面に立地する｡この段丘面に

は多くの開析谷が深く入り､段丘の縁辺には開析谷

により形成された尾根が多数存在する｡今次調査区

はこのような尾根の一つに位置し､新田原台地より

南西に張り出す尾根からさらに派生する小尾根に立

地する｡この小尾根の中央付近には平坦面があり､

小尾根の西側と南側は開析谷が発達している｡谷を

挟んで西には向原第 1遺跡が位置する｡

第 2節 歴史的環境

尾小原遺跡 (第三次調査)では旧石器時代～古墳

時代の遺構 ･遺物が確認された｡調査成果の意義と

背景を考えるために､旧石器～縄文時代の歴史的環

境を概観する (図2)0

1 旧石器時代

東九州自動車道関連発掘調査以前､新富町内にお

ける旧石器時代の資料数は乏しいものであったが､

大野寅夫氏の ｢畦原型糸配詞乳 の表採が特筆される｡

この細石刃核は南九州に分布する細石刃核であり､

標識資料として有名である｡発掘調査により確認さ

れた例では､溜水遺跡では磯群､ナイフ形石器､尖

頭器､細石刃､細石刃核などが検出された｡また､

銀代ケ迫遺跡ではナイフ形石器やラウンドスクレイ

パー等が出土した｡

近年では､東九州自動車道関連発掘調査によって､

新富町内においても旧石器時代の資料が増加した｡

特にAT下位の資料が得られたことが大きな成果

であり､具体的には､苦明寺第 1･2､東畦原第2･3､

遺跡 の環境

図 1 調査区と周辺地形 (～-1/4′000)

西畦原第 1･2､上新開､尾小原遺跡 (第一次調査)

で傑群や磯塊石器等を中心とした遺物が出土した｡

また､石器群はAT下位のMB2下部からMB3では

礁塊石器やナイフ形石器 ･剥片 ･石核等が多く､AT

直下～Kr-Kbでは､剥片石器の量が増加し､石器ブロッ

ク等も多く報告されている｡

2 縄文時代

新富町内における早期の代表的な遺跡としては､

瀬戸口遺跡が挙げられる｡この遺跡では集石遺構23

基が検出され､押型文土器 ･貝殻条痕文土器及び石

鉄や石斧､磨石等の石器が出土した｡この他に藤掛

遺跡や銀代ケ迫遺跡､七叉木遺跡などでも該期の遺

構や遺物が確認されている｡
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軌 ､卜I自動車道関連遺跡】

1.尾/｣原遺跡 2.向原第1遺跡 3.向原第2遺跡 4.藤山第1遺跡 5.藤山第2遺跡 6.宮ノ東遜跡 7.宮ノ前遺跡

8.永牟田第2遺跡 9.永牟田第1遺跡 10.勘大寺遺跡 11.一丁田遺跡 12.上新開遺跡 13.西畦原第2遺跡

14.西畦原第1遺跡 15.東畦原第3遺跡 16.東畦原第2遺跡 17.東畦原第1遺跡 18.音明寺第2遺跡 19.音明寺第1遺跡

【新富町内遺跡】

20.瀬戸口遺跡 21.春日神社横牧遺跡 22.春日地区遺跡第2地点 23.川床遺跡 24.竹淵C遺跡 25.銀代ケ迫遺跡

26.八幡上遺跡 27.七叉木遺跡

図 2 周辺遺跡分布図 (～-1/50′000)

東九州自動車道関連埋蔵文化財発掘調査において

も早期の遺構･遺物が確認されており､苫明寺第1･

2､東畦原第2､西畦原第1･2､上新開､勘大寺､

永牟田第2､尾小原 (第一次､第二次)､向原第1､

藤山第1の各遺跡で集石遺構や炉穴が検出され､押

型文土器･貝殻条痕文土器､及び石鉱や石斧などの

石器頬が山土した｡

尾小原遺跡に近接する遺跡としては､開析谷を挟

んで位置する向原第1遺跡がある｡ここでは貝殻条

痕文を主体とする土器群と集石遺構が確認されてお

り､押型文土器主体の尾小原遺跡との関係が注目さ

れる｡また､藤山第 1遺跡では丘陵頂部で貝殻条痕

文土器､丘陵尾根部及び低所で押型文土器が出土し

た｡それぞれ集石遺構が伴っており､時期によって

集石遺構の立地が変化するという特徴がみられた｡

晩期の遺構は少ないが､春日遺跡 (5次)､尾小原

遺跡 (第二次)､向原第1遺跡などで該期の孔列文土

器･組織痕土器･黒川式土器などが出土している｡
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第 Ⅲ章 調査の経過 と方針

第 1節 試掘及び確認調査

第二次調査時に行われた踏査と試臓結果を受けて､

より具体的な遺構 ･遺物の残存状況とその範囲､土

層堆積状況､及び旧地形の把握を目的として確認調

査を行った｡

調査対象地は東北から西南方向へ傾斜する尾根の

南半部である｡中央付近に平坦面があり､若干南へ

延びる｡調査対象地の東南部分 (高速道路センター

ラインより東南侭rD は傾斜が急であることや､林業

用道路による削平が認められたため調査対象から除

外した｡従って､最終的に残った2,4(刀rTiを調査対

象とし､トレンチを設定した (図3･表 1)｡1･3･5･6･

7Tは等高線に対して直交するように設定し､土層堆

積状況の確認を主目的とした｡2･4Tは平坦面に設

定し､遺構検出と遺構分布の範囲確認を目的とした｡

調査手順は､K-Ah二次堆積層以上が遺物包含層で

あるかの確認､KIAh上面で遺構検出､部分的にMLl

まで掘削して縄文時代早期の遺構検出､の3段階で

行った.また､平成 15年度言式掘トレンチTlとT2

を今回調査で再度精査し､トレンチ位置図に加えた｡

調査の糸課 ､表土～KAh二次堆積層までは縄文時

代晩期～古墳時代中期の遺物包含層であった｡KAh

層上面での遺構検出の結果､4Tで土坑2基が検出

され､縄文時代晩期の孔列文土器が出土した｡他の

トレンチでも､部分的にMLlまで掘削したところ､

5T西側～ZTにかけての範囲で散疎を､4Tで集石遺

構 1基､楕円押型文土器が出土した土坑 1基が検出

された｡

以上の結果から､縄文時代早期と晩期の遺構 ･遺

物の残存が確認できた｡晩期の遺構は平坦面に限ら

れ､密度は低い｡早期は散疎が平坦面を中心に広範

囲に分布すること､集石遺構が多数存在すること､

出土した土器から時期は早期中葉であることなどが

想定された｡5･7Tでは遺構 ･遺物ともに確認され

なかったが､該期の炉穴は斜面に構築する例があり､

5･7T周辺も調査する必要が感じられた｡
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表 1 トレ ンチの規 模と面積
確認調査 第二次調査 時試掘

帰す 掛 莫(m) 面積 (m2)卜㍍規模(m) 面積 (m2)
lT 3.0×17.0 5l.0Tl 15×5.0 75

2T 6.0×12JO 7ZOl2 15×5.0 75

3T 15× 9() 135合計 15()
4T 6.0×18.0 1C8.0

5T 15×40.0 庄).0

6T 15Xl15 165

7T 3()×265 795

合計 4CO5

%4CX).0

図 3 確認調査 トレンチ位置 (S-1/1.000)



第 2節 基本層序

試胞及び確認調査の結果から今次調査区内におけ

る基本層序を定めた (表2)｡なお､層名は東九州自

動車道 (都農～西都間)基本層序 (宮崎県埋蔵文化

財センタ-2α池 『宮崎県埋蔵文化財センター発掘

調査報告書第91集 束ナ廿日自動車道(都農～西都間)

関連埋蔵文化財発掘調査概要幸院告書Ⅳ』)に準拠して

いる｡

Va層を除くⅠ～Ⅵ層は調査区全体で確認されて

おり､調査区が立地している尾根の全体において安

定的に堆積している｡Va層は散磯であるが､他の

報告書では ｢遺構｣として扱っているものが多い｡

今次調査では ｢層｣として認識した｡詳細は次章で

述べる｡Ⅶ ･Ⅶ層は3･6Tでのみ確認された｡他の

トレンチでは検出されなかったので､調査区l瑚こお 1

いては部分的に堆積しているようである｡調査区西 2

端の露頭ではXI～XⅥ層までを確認した｡また､

段丘礁層が露頭している箇所もあり､段丘疎は人頭

大のものから砂利までの砂岩で主に構成されている 4

ことがわかった｡

第3節 発掘調査の方法と経過

1 調査方法と方針

調査は2段階に分けて行った｡第 1段階はⅢb層

上面までの調査である｡Ⅰ～Ⅲa層までを遺物包含

層と認定し､層毎に遺物の取り上げを行った｡次に､

Ⅲb層上面で遺構検出を行い､検出した遺構を縮尺

1/10で実測した｡遺構分布及び等高線図は平板を用

い､縮尺 1/1(刀で作成した｡この際の基準杭は任意

で設定し､後で国土座標にあてはめた｡第2段階は

Va層以下の調査である｡まず､Ⅲb層とⅣ層の無

道物部分を重機で除去し､その後､委託によって国

土座標に基づいたグリッド (1αnXtom)を設定

した｡グリッド名は第一次 ･第二次調査から独立し

て付けており､南北方向のグリッドを西から順にA

～Ⅰ､東西方向のグリッドを北から順に1-9とし

た (図4)｡区画名は北西のグリッド交点の杭名をあ

てた｡区画はさらに四分割して北西をa､北東をb､

南西をC､南東をdとした｡(図5)0

5
678

表 2 基本層序

層番号 層名

l 表土

目 黒色土

"Ia KIAh

lllb K-Ah

IV MBO

Vd 散樺

さ硬

弱

中

弱

中

強

眺

中

中

弱

中

中

備考 l

二次堆積

｢次堆積

白色粒を密に含む

Vb MLl lOYR4/6褐 中 中

VI KrLKb lOYR3/3時褐 中 強 小林軽石を密に含む

V" AT 中 弱 二次唯積

VH AT 無 強 軽石状(粗粒)

lX MB2 10YR2/2黒褐 中 強
X ML3 75YR6/8檀 強 弱
XI Kr-Aw 中 強

Xll KrLhN 中 強

XH 粘土層

XlV 礁層

強 強

無 強 新田原傑層

A B ⊂ D E F G H

II_L_I｣__l I_｣_I I I I IIし_ I｣__I -10II-10
l I I

III⊥l⊥_lII｣_II I I⊥_IIIJII-10

-10

-10

II｢~ -10

III十~II~1~ III｢ ~ I十 ~I I1 ~I_10
十~~ I
IIllI-1-I IIIトー I+-I I■-I-10
十一+一一一I I
II⊥II｣_I IIIし _ I⊥ _I IJ _I-10
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図4 グリッド配置 (S-1/1.200)

a:bl~-~~｢~-~-
⊂ :d

図 5 区割り概念図



グリッド杭設置後､同じく委託によって地形測量

を行った｡次に散疎を検出し､その状況を空中写真

(垂直写真)により撮影した｡散裸の範囲はを記録し､

細分した区画毎に磯を取り上げた｡取り上げた磯は

遺物の有無を確認した後､赤化横とそれ以外のもの

は直径 1α:mを基準に ｢大｣､｢小｣の三つに分けて

それぞれ計量した｡磯はデジタルカメラを用いて区

画毎に撮影し､現地で廃棄した｡

集石遺構は検出段階によって分類し､認定した｡

散磯検出時に認定したもの､散疎除去後に認定した

もの､さらに掘り下げて検出したものの3つである｡

集石遺構の検出面は当時の生活面と一致していると

は限らず､検出時の磯の平面的な位置関係は記録作

業の労力に比して得られる情報量が少ないと考えら

れる｡これまでの調査では僕を一つ一つ実測してい

る方法が一般的であったが､今回調査では検出時の

磯の状況は垂直写真で撮影し､範囲のみ記録した｡

断面についても同様の考え方であるが､特に堆積状

況を重視した｡配石は人為的に配置されたものであ

り､原位置を保っていることが多いので､平面図と

断面見通図を作成した｡配石も含めて構成疎は散裸

と同様の方法で計量し､その後現地で廃棄した｡

集石遺構の言議定終了後､遺構が分布しない箇所に

トレンチを設定して炉穴の検出と旧石器時代の遺構

と遺物の確認を行った｡

遺構写真は主に35mmフイルムカメラを用いて､モ

ノクロ･カラーリバーサル ･カラーの3種を撮影し､

デジタルカメラも補助的に利用した｡また､特に重

要な遺構や集石遺構の分布状況などは中判カメラを

用いて撮影した｡

包含層遺物については光波トランシットを用いて

三次元座標を与えて一点ずつ取り上げた｡また､今

回調査では集石遺構の周囲に大きめの磯が点在して

いたが､これらの磯には明確な使開痕はないものの､

集石遺構との位置関係から関連性があるものと考え､

遺物として取り上げた｡

写真 1 確認調査風景

写真 2 トレンチ調査

写真 3 集石遺構調査
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写真4 炉穴調査



2 調査日誌抄

【確認調査】

平成 16(2004)午

07.27 調査対象地現況配

(刀.02 竹木等刈払い業拓委託開始 (～(刀.03)｡

(刀.03 リース物件搬入｡

〔沿.08 重機投入 (～(刀.10)｡

(刀.(刃 作業員初日｡ トレンチ設定 (1-5T)及び

掘削開始｡堆樹犬況の確認｡

(刀.10 表土～KIAh二次堆積層にかけて､縄文時代

早期～晩期の遺物､赤化傑出二ヒ

〔沿.15 二次調査時試膳トレンチTl･T2再調査｡

(刀.17 K-Ah下層確認開始｡集石遺構検出.

(刀.21 トレンチ追加 (6･7T)｡遺構･遺物なし｡

〔泊.27 4TのMⅨ)で楕円押型文土器出土｡

10.01 トレンチ断面撮影｡トレンチ配置図作成｡

10.14 埋戻し｡リース物件返印｡確認調査終了｡

【本調査 (第三次)】

平成 16(2004)午

12.01 調査開始.重機掘削 (～ 12.03)｡

12,02 リース物件搬入及び設置 (～ 12.07)｡

12.(冶 作業員初日.包含層掘削及び遺構検出作業｡

風倒木痕と/]すく㈱ 多し｡

12,14 略図作成｡調査区輪郭 ･解 し･遺構の言醜

12.20 地形測量図作成 (～ 12.22)｡

12.21 遺構実測 (集石遺構1基)｡

12.22 調査区全景写真撮影｡

12.24 重機掘肖rL無遺物層除去 (～ 12.28)｡

平成 17(2(刀5)午

01.05 地形預憧業務委託 (～01.07)｡

01.11 縄文時代早期調査開始.散蹄検出作業っ

砕片集中箇所2箇所確認｡

02.(光 空中写真撮影業務委託〕

02.08 散傑範囲の言鼠

散蹄徐去及び集石遺構検出作業開雛io

03.02 集石遺静写真撮影及び実測開始〕

03,03 平成 15年度試掘トレンチ再発振)

03.08 職員2人体制｡

03.15 Gr.G以東の斜面にトレンチ3本設定｡Kr-Kb

上面まで掘削.遺構 ･遺物無し｡

- 7-

散傑除去完了｡

03.22重機による排士移動 (～03.25)0

発隔調査と工事の調整会言嵐 平成 17年5月

13日までの調査期間延長､調査と工事の同時

進行､埋戻しについて道路公団 ･工事業者 ･

当センター職員の三者で儲 藍

03.25炉穴1基検出｡

α1,05平成 17年度継続調査開始｡

04.14散礁汁量完了｡総重量 11,815.5kg.

04.15トレンチ調査 炉 穴の検出及び下層の右転fC)｡

C7区Ⅵ層から旧石器時代の剥片出土｡

集石遺構構成旅計量開始.

05.10集石遺構構成傑計量完了｡総重量6266.0kg

05.12撤収作業っ作業員最終日｡

05.13リース物件撤去｡調査完全終了｡

第4節 整理作業及び報告書作成

遺物量はコンテナ箱数にして､確認調査 1箱､本

調査 16箱であった｡遺物は現場事務所で洗浄し､

注記以降の作業をセンターで行った｡遺物の整理作

業はセンターで行い､石器のうち剥片石器等44点

については実測とデジタルトレースを委託した｡

当センターでは､平成 18年度から一部の報告

書をデジタル方式で作成することになった｡本

報告書もデジタルデータを入稿した｡使用(芯は

Wh血 2嘩 o血 である｡遺物 ･遺構平面

図等のトレースについては株式会社アイシン精機の

『遺構くん』を､一部Adotx社のm血atDrを使用し､

甲S形式で保存､レイアウトを行った｡編集 ･レイ

アウトについてはAdotxt社の地 物1を用いた｡入

稿に際しては血噛 1形式での入稿を行い､印刷に

際してPDFX-1aによる出力を行った｡

なお､巻頭及び巻末図版の写真は､印画紙にプリ

ントしたものを版下として入稿した｡



第 Ⅳ章 発掘調査の成果

第 1節 旧石器時代の遺物

今次調査における旧石器時代の調査は､縄文時代

早期の調査が終了した場所から順次トレンチを設定

した (図6)｡広範囲にトレンチをあけたが､遺構の

検出はなく､C6区トレンチのⅥ層から剥片が2点出

土したのみであった (図7-2､3)｡遺物の出土状況

に特徴はなく､また､開析谷に向かう斜面に近いこ

とから､原位置を保っていない可能性が高い｡第Ⅵ

層は全てのトレンチで確認されており､現在の尾根

の斜面と同じ角度で傾斜して堆積していることから､

図6 旧石器調査 トレンチ位置 (S-1/800)

表3 旧石器時代遺物一覧

劫 出班 層 石 材 最焔 (on) 蛋
番号 置(区) 長 幅 厚 由)
1 不明 不明 桑ノ木津留産黒曜石 0.7 1.4 0.9 2.8
2 〔6 VIJIvLIJ7IJ択 6.4 6A 1.7 52.8

3 〔6 VIJlyルフIJ抗 5.2 3.5 1.4 2l.4

当時の地形は現在とほぼ同じであったと考えられる｡

なお､出土位置 ･層位は不明であるが､角錐状石器

が1点 (図7-1)確認されている｡この石器の特徴

を挙げると､基部側に横面が残り､先端側に裏面調

整がされている｡素材は横長剥片であり､全体的に

扇平である｡以上の特徴から､旧石器時代の石器で

あると考えられる｡

⊂二二> ｡ 3 5｡m

図7 旧石器時代遺物(1はS-1/1､2､3はS=1/2)

器 種 観察所見

角錐状石器 稜上調整あり

剥片

剥片
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実測
注記

番号
41 オブt､ル313

29 オ加､ル3⊂7トレVI-1

30 オ加､ル3⊂7トレVl12



第2節 縄文時代早期の遺構と遺物

1 散磯

【基本的な考え方】

IIIb層 (KIAh一次堆積)とⅣ層 (MH))無道物部

分の除去後に､いわゆる ｢散傑｣が検出された｡散

磯は解釈や記録方法が多様であり､問題点もある｡

唐木戸第4遺跡の成果 (宮崎県埋蔵文化財センター

2(刀5『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第

126集 唐木戸第4遺跡』)では､調査担当者から

これまでの調査例をふまえた現時点での見解が提示

された｡今次調査ではこの見解に則り､散疎を遺構

ではなく ｢層｣と認識して調査した｡なお､散楳中

から出土した遺物は包含層遺物として認定した｡

【取上､洗浄､計量､廃棄】

記録方法については､第Ⅲ章第3節で若十ふれた

が､ここでは取上げ以後の工程について詳述する｡

なお､集石遺構も同様の工程で処理を行った｡

取り上げた磯は､調査区外の空き地で取上区画に

対応する区画を設定し､仮置きをした (写真5)｡磯

には土が強く付着していたため､まず､コンプレッ

サーを用いて一次洗浄を行い (写真6)､その後､作

業員が束子を用いて洗浄した (二次洗浄 写真7)0

この際､僕の分類基準を作業員に教え､調査員指導

の下､｢赤化磯｣､赤化傑以外の ｢大｣･｢小｣の3つ

に分類した｡分類毎に磯を集め､調査員が遺物の有

無を確認し､遣物があれば取上げ区画毎に回収した｡

次に磯を集積した状態で箱尺を置き､デジタルカメ

ラで撮影した (写真8)｡撮影後､体重計と遺物用コ

ンテナを写真9のように設置して計量を行った｡計

量の際は､作業員の安全面を考慮し､一度に量る重

さを25kg以下に抑えた｡最終的に､工事の妨げにな

らないよう､磯を広げて遺跡内に廃棄した｡

今回のような方法をとることができたのは､調査

環境に大きく起因する｡すなわち､水を大量に利用

して効率よく僕を洗浄することが可能であったこと､

調査区外に広い作業場所が確保できたこと､が挙げ

られる｡今回は調査方法の具体例の一つとして提示

したい｡

写真 5 傑仮置き状況

写真 7 礁二次洗浄

!貢 ぎ 二二二 .

重 臣 t-Ii_

写真 8 ⊂4d区散礁

写真 9 磯計量

一 9一



図8 散礁分布範囲 (～-1/800)
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図9 散磯重量分布グラフ

【計量結果】

散磯の分布範囲を示したのが図8中のトーン部分

である｡｢層｣としてある程度の厚さが認められた範

囲を散疎の範囲として認定した.ただし､散礫の範

囲外にも磯が疎らに分布しており､これらは区画毎

に取上げて計量した (表4)｡

第 1群は尾根の中央部分に分布する｡東側の斜面

の傾斜が緩くなり､平坦面にさしかかるあたりから

磯の分布が始まる｡東側斜面では磯は1点もなく､

第 1群の磯は斜面の高所から流れ落ちたものとは考

-10 -

え難い｡第 1群中最大重量はF3a区である｡

第2群は尾根平坦部から西側斜面に向かって分布

する｡傑重量はC4d区とC6b区が群を抜いており､

第2群の中心と言える｡第2群の磯重量はこの2区

画から西侭除I面に向かって徐々に減少する｡

なお､D5a区は礁分布の空白域である｡この区画

では直径約2mの抜根による撹乱があり､分布して

いた僕はその影響を強く受けていると考えられるた

め､磯を取上げなかった｡



表4 散礁計量結果

⊂6b 1319.0 547.0(41%) 89.0( 7%) 683.0(52%)
C4d 99l.0 529.0(530/o) 69.0( 7%) 393.0(40%)

円

園

〇

回
=
幽

○ 尾鈴山酸性岩短 少量

⊂6a 760.0 364.0(480/o) 35.0( 50/o) 361.0(48 0/o) 尾鈴山酸性岩頬 (小襟･赤陳 )少量

⊂5d 693.5 300.0(43%) 46.0( 7%) 347.5(50 % )

B7b 639.5 244.0(38%) 77.0(12%) 318.5(50 % )
C6C 600.0 265.5(440/o) 63.0(ll0/o) 27l.5(45 0/o) O
F3a 598.0 212.0(35%) 65.0(ll%) 321.0(54%)0
C4b 486.0 280.0(58%) 48.0(10%) 158.0 (33%)
C5b 476.0 205.5(430/o) 60.5(130/o) 210.0(44 0/o)

阻] 474.5 226.0(48%) 45.5(10%) 203.0(43 % ) ○

C5C 407.5 197.0(480/o) 43.5(ll%) 167.0(41 % )

的) 36l.5 95.5(26%) 30.0( 8%) 236.0(65 0/o)

B5b 346.0 157.5(46%) 23.5( 7%) 165.0(48 % )

C5a 319.5 167.0(520/o) 22.5( 70/o) 130.0(41 % )

B5d 316.5 12l.0(38%) 32.0(10%) 163.5 ( 5 % )

D4C 316.5 178.0(56%) 24.5(8%) 114.0 (36 % )

B6a 288.0 110.0(380/o) 18.0( 60/o) 160.0(56 % )

[X泊 287.5 114.5(40%) 20.0( 7%) 153.0(53 % )

C4C 231.5 117.0(510/o) 16.0( 7%) 98.5(43 0/o)

Ced 219.5 85.0(390/o) 29.0(13%) 105.5(48 % )

M 170.0 58.0(340/o) 12.0( 7%) 100.0 ( 5 % )

Bb 159.0 51.5(32%) 15.0( 9%) 92.5(58 % )

D5d 153.5 75.0(49%) 15.0(10%) 63.5 ( 4 % )

E3C 133.0 62.0(470/o) 11.5( 90/o) 59.5( 4 % ) 尾鈴山酸性岩頬少量

Mb 131.5 77.0(59%) 4.0( 3%) 50.5(38%)
F3b 118.0 67.0(570/o) 13.5(ll%) 37.5(32%)○ 尾鈴山酸性岩煩少量

敗: 96.5 43.5(45%) 8.5(9%) 44.5(46%)
E3d 95.0 63.0(66%) 6.0( 6%) 26.0 (27%)
F3C 84.5 37.0(440/o) 6.5(8%) 4l.0(49%)○ 尾鈴山酸性岩短少量

D5( 65.0 15.5(240/o) 7.0(ll%) 42.5(65%) 尾鈴山酸性岩頬少量

D3d 57.5 33.5(58%) 6.5(ll%) 17.5(30 % )

D5b 55.0 19.0(35%) 4.0( 7%) 32.0(58 % )

D4a 50.0 35.0(700/o) 5.0(loo/o) 10.0(20 % )

B7∂ 48.0 10.5(22%) 4.5(9%) 33.0(69 % )

B5C 44.5 20.5(460/o) 3.0( 7%) 21.0(47%)
E4d 33.5 29.0(870/.) 2.0( 60/.) 2.5 ( 7%)○ 尾鈴山酸性岩類少量

B7⊂ 31.0 7.5(24%) 0.0( 0%) 23.5(76%)
B8b 26.5 6.0(230/o) 4.0(15%) 16.5(62 % )

B8a 25.5 6.5(250/o) 1.5( 6%) 17.5(69%)
F4a 25.0 22.0(88%) 0.0( 0%) 3.0(12%)○○尾鈴山酸性岩煩少量 赤色 頁 岩 l個

A8b 22.5 4.5(200/o) 0.0( 0%) 18.0(80 % )

A7d 13.5 3.5(26%) 0.0( 0%) 10.0(74 % )

B7d ll.0 3.0(270/o) 0.0( 00/o) 8.0(73 % )

F4b 10.0 4.0(40%) 4.5(45%) 1.5(15 % )

F3d 8.5 2.0(24%) 4.5(53%) 2.0(24 % ) 0

F4C 8.0 3.5(440/o) 4.0(50%) 0.5 ( 6 % )

B& 7.5 2.5(330/o) 0.0( 00/o) 5.0(67 % )

合計 11815.0 5277.5(45%) 999.5( 8%) 5538.0(47%)

-ll-



2 集石遺構

この項では､集石遺構の調査方針 (第Ⅲ章第3節

1で既述)について具体的に述べ､調査上の所見と

表5の説明を行う｡

【集石遺構範囲の認定】

今回調査における集石遺構の範囲について認定基

準を述べる｡検出時に認定した集石遺構は､磯が散

漫に分布している部分を散疎の範囲とし､磯が密集

している部分を集石遺構の範囲と認定した｡散礁下

に存在する集石遺構は､散僕を一枚一枚剥がすよう

に除去し､磯の密集部分が確認された段階で､その

密集部分を集石遺構の範囲として認定した｡

【従前の検出状況の記録方法と他の遺構の記録方法】

従前､集石遺構の分類基準は掘込みの有無 ･配石

の有無が主体である｡磯の平面的な分布状況は､密

磨 (密か散漫か)が副次的に用いられたに過ぎず､

個別の磯に対する分析はされていない｡

他の遺構 (竪穴住居跡や士坑等)の記録方法を参

照すると､検出状況は写真のみであり､親 犬況を

図化する｡これらの遺構は ｢土｣によって埋没して

おり､検出面を削平しても遺構の輪郭線が少し変化

する程度である｡集石遺構は ｢傑｣によって埋没し

ているため､磯を一つ一つ描く場合､上部が削平さ

れれ古£ その度合いによって図が異なる.

【平面の記録方法】

検出面における傑個別の位置関係は分類基準の主

体ではない｡また､集石遺構は散傑下で検出された

ものが多く､他の遺構の記録方法も参考にすれば､

検出状況の記録は写真のみで充分であろう｡

【断面の記録方法】

集石遺構は石蒸し料理に用いる調理施設であると

いう解釈が一般的である｡調理中は集石遺構内に食

物や僕が充填されているが､これらのものは調理後

に掻き出される｡内部に食物を残したまま集石遺構

が遺棄される可能性は極めて低いため､遺跡で検出

された集石遺構内部の磯は調理後に堆積したもので

あろう｡従って､今回調査における集石遺構の断面

記録は､磯の堆積状況は写真により､埋没過程は分

層線を描いた断面図によって記録した｡

【配石の記録方法】

集石遺構の底面､あるいは壁面に磯が配置された

状況が認められた場合､配石であると認定した｡配

石は人為的に配されたものであり､また､磯の位置

関係から分類することも可能であり､分析対象とし

て有効である｡従って､配石については検出状況を

写真撮影し､平面図には僕を一つ一つ描き､断面見

通し図 (一方向)を作成した｡

【調査中の所見】

調査区の地形は小尾根の端吉βである｡平坦面を中

心に集石遺構 65基､炉穴7基､土坑 3基､石器砕

片集中2箇所が特徴的に分布していた (図9)｡

以下に集石遺構に関する調査中の所見を挙げる｡

(i:集石遺構はある程度のまとまりをもって分布

具体的な群の認定は難しいが､C4d区とCekl区

にまとまりが見られる｡これらの中心には大型(梶

込みの直径約2m心 かつ配石を有する集石遺構が

あり､その周辺に小規模の集石遺構が分布する｡

また､これらの集石遺構はほとんど重複すること

なく分布するという特徴がある｡

㊤集石遺構の周囲に大き目の裸が点在

集石遺構の周囲に大きめの磯が点在していた｡

明瞭な使用痕はないが､遺物の可能性もある｡

(お墓橋がない空間の存在

①に挙げた集石遺構の群の間には遺構がない空

間が存在する｡この空間に遺構はないが､散裸が

分布し､わずかだが遺物も包含されていた｡

住集石遺構と他の遺構の分布

集石遺構 ･炉穴 ･土坑は尾根中央苦附 近の平坦

地にのみ分布する｡GrEとGr.4の交点から東南部

分及びGr.G以東は急斜面であり､遺構は分布しな

い｡また､E5区･D5d区は緩斜面だが､石器砕片

の集中箇所があり､集石遺構の分布範囲と重複し

ない｡集石遺構と炉穴の関係であるが､重複して

いたのはSI31とSP3のみである｡断面観察の結果､

SI31が古く､SP3が新しいことが判明した｡

【出土遺物と炭化物 ･炭化材】

集石遺構から出土した土器 ･石器 ･炭化材は小破

片が多く､量は少ない｡遺構内部の磯に混じって出

土しており､原位置は保っていない｡
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図 10 縄文時代早期遺構分布 (S-1/400)

【集石遺構一覧表の説明】

○旧遺構番号-調査中に付与した番号である｡実測

図 ･写真 ･遺伽嘉己はこの番号が使われている｡

○検出段階-aは散傑検出時､bは散傑除去後､Cは

さらに掘り下げた段階で検出したもの｡

○地区-集石遺構の中心または面積的に広く位置し

ている地区である｡

○傑範囲-磯範囲が収まる面積｡｢()｣内は付属土

坑の数値⊃r>Jは ｢1久上｣を示す｡

○掘込み･-長軸を基準に直行する軸の内最長のもの

を短軸とする｡深さは最高所と最低所の差である｡

-13-

C棟至総重量･･･内部疎と配石の合計重量の総計である｡

○内部傑-｢()｣内の数値は内部傑 ･配石のそれ

ぞれの合計に占める害蛤 である｡

○炭化材-○は検出されたことを示す｡◎は自然科

学分析に出した資料を示す｡

○遺物- ｢土｣は土精､｢石｣は石器を示す｡

【掲載遺構図について】

平面図のトーン部分は傑範囲を示す｡また､掲載

遺構図には従来の方法で記録したものが一部ある｡

今回提示した言誘琵方法との上腔変のために掲載した｡



表5 集 石 遺構 一 覧

新 遺構 旧 遺 構 検 出 地区 磯範司(m)

番号 番号 f鄭皆 長辺
Sl01 Sl201 b F3∂ 2.145

Sl02 Sl202 b F3b 0.990

Sl03 51203 b F3∂ 0.750

Sl04 51205 b E3d 1.800

Sl05 Sl204 b E3b >0.930

短辺
掘込み(m)
長軸 短軸 深さ

>1.655 1.710 l.410

0.825 0.990 0.570

0.645 l.020 0.660

1.440 1.680 l.335

>0.675 >0.675 0.660

配石 炭化材 遺物

0.3900

0.150

0.210

0.345 0
0.105

Sl06 51206 b E3d 2.280

Sl07 51207 b E3d 0.945

Sl08 Sl208 b E3⊂ 0.960

Sl09 Sl209 b D3d 2.550

Sl10 51218 b ⊂4d 3.495

1.200 1.590 >1.020 0.210

0.825 0.720 0.690 0.120

0.795 1.005 0.960 0.120

1.110 2.640 >1.230 (0.195)0,210

3.000 (1.800)1.980 (1.545)1.860 (0.330)0.3300 0 土石
Sl11 51304 c D4c 0.720

Sl12 Sl301 C D4C
Sl13 Sl302 C D4⊂
Sl14 Sl303 C D4 1_050

Sl15 Sl216 b C4d 1.230

0.525 0.750 0.630 0.180

0.630 0.645 0,180

0.570 0.420 0.135

0_840 1_050 0840 0150

1.050 1.260 l.050 0.2850

5日6 51214 b C4d l.830 1.695 l.560 l.200 0.5100

Sl17 Sl305 ⊂ ⊂4b 計測せず 計測せず >1.845 >0.840 0.6000

Sl18 Sl102 a D4C 2.430 1.740 1.110 1.050 0.270

Sl19 Sl101 a D4b 0.585 0.480 0.720 0.465 0.150

Sl20 Sl210 b D4d 1.290 1.170 1.155 1.140 0.135

Sl21 Sl211 b D4d 1.380

Sl22 Sl213 b D4⊂ 1.935

Sl23 Sl103 D5b 1.280

Sl24 Sl104 a C5b (1.170)1.740
Sl25 Sl105 a ⊂5a 1.050

l.200 l.320 l.260

1.515 1.270 1.200

1.180 0.000 0.000

0.195

0.3600

0.000

(0.810)1.650 (1.170)i.740 (0.810)l.650 (0.180)0.4050

0.960 1.050 0.960 0.1500

｡

∴

｡

｡

0.150

0.240

0.210

0.345

0.3600

0.5850

0,3000

0.255

0.130

0.105

0.855 0.825 0.840

1.080 1.740 1J200

0.915 1.200 0.780

1.050 1.260 0.870

1380 1500 1.290

2.010 2385 >1.680

1.120 1.200 1.060

0.750 0.825 0.750

0.730 1.040 0.660

0.885 0.810 0.540

Sl26 51106

Sl27 Sl246

Sl28 Sl231

Sl29 51217

Sl30 Sl215

Sl31 Sl236

Sl32 51121
Sl33 Sl239

Sl34 Sl240

Sl35 Sl245

｡
■

-

｡
｡
二

二

1.590

1.650

1.110

1.110

ユニ竺至
3.930

1.370

0.825

1.320

1.140

Sl36 Sl108
Sl37 Sl238

Sl38 Sl219

Sl39 Sl220

Sl40 Sl221

｣u
U
a
a
a

Ln
5
/LU
′hU
′h)

B
rL
rL
rL
rL

a

b
b
b
b

0.990

1.500

1.155

1.500

1.080

0.435 0.750 0.645 0.090

1.470 1.650 1.500 0,435

l.005 0.915 0.780 0.285

1.155 1.455 1.065 0.195○ ○
0.915 l.080 0.870 0.180

石

石

土

土

土

土

Sl41 Sl229
Sl42 Sl228
Sl43 Sl233
Sl44 Sl112

Sl45 Sl232

｣U
.q
b
Ju
Ju

′h)
′LU
′b
5
｢⊃

DD
DD
/L
rL
rL

b

b
b

a
b

1.320

1.170

1.950

2.205

1.590

l.065 0.930 0.900 0.240

1.140 1.005 0.840 0.180

l.755 l.710 1.650 0.330

1.830 1.800 l.500 0.390

1.230 1.200 1.080 0.135

石
土
土

○
◎

○

○

NLO

土

土

土
一土

土

石

0.990 0.150

0360 0.0200

(0.540)0630 (0060)0210
l.005 0.120

0.900 0.135

0.750 0A20

0.900 0.210

0.855 0.090

1J230 0.195

0.810 0.240

1.470 2.010

0320 0.460

l.800 (0750)1380
0.960 1.200

1.575 1.200

0.780 0.825

0.900 0.975

0.810 0.990

0.750 1.470

1.020 0.915

-
-
-

.
-

-
｡

∴

Sl46 51113

Sl47 Sl109
Sl48 Sl111

Sl49 51243
Sl50 Sl234
5151 51235
Sl52 Sl244
Sl53 51114

Sl54 51223

Sl55 Sl224

2.100

0.450

1.950

1.140

ユ卓些
0.900

1.125

1.665

1.380

1.050

批
伯
山
批
些
放
牧
眺
m
臨

Sl56 51119

Sl57 Sl230

2

2

2

4

2

2

C75
引

Sl58
Sl59
五四
Sl61
Sl62
Sl63
Sl64
Sl65

1.500 1.030

l.005 0.900

1.410 1.230

1320 0.480

3.240 2.400

0.915 0.810

1.650 1.050

>0.810 >1.050

1.065 1.020

1.590 1.200

0.000 0.000 0.000

0.960 0.780 0.135

0.960 0.930 0.255

1.470 1.185 0180

0.3900

0.075

0.135

>0.285

0.135

0.165

NLP石土重石土

1
.
680l
.
695

0
.
7650
.
450

0
.
840>Oj15

>0.
585>0.
720

1
.
0300
.
915

l
.
2301
.
050

- 14-



表6 集石遺構計量結果

遺構 礁総重 内吾l頂き重量(也) 酎石重量Oq)

番号 量Oq) 合計 小磯 大磯 赤化摸 合計 小磯

Sl01 449.5 433.5 355.5(82% ) 7.0( 2% ) 71.0( 16% ) 16.0

5102 10.5 10.5 2.5(24% ) 8.0( 76% )

Sl03 12.0 12.0 4.0(33% ) 1.0( 8% ) 7.0( 58% )

Sl04 234.5 234.5 59.5(25% ) 19.5( 8% ) 155.5( 66% )

Sl05 30.0 30.0 10.0(33% ) 20.0( 67% )

大株 赤化牒

16.0(100% )
1市′ ｣

SI06 50.0 50.0 17.5(35% ) 2.0( 4% ) 30.5( 61% )

Sl07 19.0 19.0 6.0(32% ) 13.0( 68% )

Sl08 12.0 12.0 2.0(17% ) 10.0( 83% )

Sl09 46.0 46.0 25.5(55% ) 4.0( 9% ) 16.5( 36% )

Sl10 366.0 350.5 170.0(49% ) 32.0( 9% ) 148.5( 42% ) 15.5 15.5(100% )
Slll

Sl12

Sl13
17.0 17.0 7.0(41% ) 10.0( 59% )

Sl14

5日5 90.5 78.0 27.0(35% ) 6.0( 8% ) 45.0( 58% ) 12.5 l.5(12% ) 7.0(56% ) 4.0( 32% )

5日6 364.0 320.5 120.0(37% ) 58.0(18% ) 142.5( 44% ) 43.5 45(10% ) 39.0( 90% )
Sl17

SH8 241.5 241.5 44.0(18% ) 36.5(15% ) 161.0( 67% )

Sl19 14.5 14.5 8.0(55% ) 25(17% ) 4.0( 28% )

計塁せず

SJl3と統合

SJ12t#

計量せず

Sl20 4.0 40 1.0 3.0( 75% )

2.0(14% )

21.0( 8% )

l.0( 4% )

40.0(10% )

10.0(16% )

7.0(10% )

4.5(17% )

1.0( 7% )

2.5( 4% )

15.5(11% )

20.0(13% )

15.5(26% )

S121 14.0 14.0 5.0(36% )

Sl22 2830 2480 46.0(19% )

5123 27.0 27.0 l.0( 4% )

SI24 469.0 414.0 128.0(31% )

Sl25 800 615 14.0(23% )

SI26 67.5 67,5 24.0(36% )

Sl27 27.0 27.0 115(43% )

Sl28 15.0 15.0 8.0(53% )

5129 67.5 67,5 27.5(41% )

Sl30 151.0 138.5 76.0(55% )

Sl31 204.5 158.5 43.5(27% )

5132 71.5 58.5 17.0(29% )

Sl33 39.5 39.5 1.5( 4% )

7.0( 50% )

181.0( 73% ) 350 1.0( 3% ) 34.0( 97% )

25.0( 93% )

246.0( 59% ) 55.0 55.0(100% )

375( 61% ) 185 2.5(14% ) 3.5(19% ) 12.5(68% )

36.5( 54% )

ll.0( 41% )

6.0( 40% )

37.5( 56% )

47.0( 34% ) 12.5 1.0( 8% ) ll.5( 92% )

95.0( 60% ) 46.0 1.0( 2% ) 7.0(15% ) 38.0( 83% )

26.0( 44% ) 13.0 5.0(38% ) 8.0( 62% )

38.0( 96% )

5134 26,5 26,5 5,0(19% ) 45(17% ) 17,0( 64% )

Sl35 27.5 27.5 1.0( 4% ) 2.5( 9% ) 24.0( 87% )

Sl36 17.5 17.5 7.5(43% ) 1.0( 6% ) 9.0( 51% )

Sl37 1345 117,5 473(40% ) 3.0( 3% ) 67,0( 57% ) 17,0 2.0(12% ) 15,0( 88% )

SI38 27.0 27.0 8.5(31% ) 1.5( 6% ) 17.0( 63% ) 0.0

S139 1280 82.0 19.0(23% ) 6.0( 7% ) 57.0( 70% ) 46.0 2.0( 4% ) 8.0(17% ) 36.0( 78% )

SI40 83.5 83.5 44.0(53% ) 39.5( 47% )

SI41 43.0 43.0 19.5(45% ) l.5( 3% ) 22.0( 51% )

Sl42 725 72,5 17.5(24% ) 7.0(10% ) 480( 66% )

Sl43 253.5 253.5 85.5(34% ) 23.5( 9% ) 144.5( 57% )

5144 419.0 399.5 120.5(30% ) 69.5(17% ) 209.5( 52% ) 19.5

Sl45 1210 1210 18.0(15% ) 3.5( 3% ) 99.5( 82% )

19.5(100% )

5146 1日.0 lll.0 27.0(24% ) ll.5(10% ) 72.5( 65% )
Sl47 45

Sl48 205

5149 8.5

Sl50 12.5

5151 79.0

Sl52 9.5

5153 20.0

5154 4.0

Sl55 31.0

5156 19.0

Sl57 23.5

Sl58 36.5

Sl59 28.5

5160 436.5

5161 19.5

Sl62 265

5163 35.0

Sl64 235

Sl65 4860

%計 6266.0

20(10% )

45(53% )

3.0(24% ) 1.5(12% )

13.0(23% ) 6.5(12% )

4.5(47% )

6.0(30% ) 3.0(15% )

∴

∴

㍉

㍉

∴

十

㌦

∵

∴

∵

∵

45 0.5(11% ) 4.0( 89% )
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｡
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-
.
｡

㌶

莞

器

-
.
｡
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1
.
4

3

1

2

3.5(18% ) 甘
コ

4
.
｢⊃
∩
〟
∩
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n
〟
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8
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0

0

14
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2
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0

0

0

2
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55 415.512.5( 3% )34.0( 8% )369.0( 89% )
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【SIl】 (調査区外)

｢ ~ ｣

欝 肇 薗 四 喝
盛ヤ 撫､･監芳 ㌢博

･七･ . , . _ ._ _. ..:.臍 .転 ,'･t.義 ,

図 11 縄文時代早期集石遺構 1(S-1/30)
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図 12 縄文時代早期集石遺構 2(S-1/30)
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【SI5】

600m

一背 ~丁
の昌辻腰層 ほほ磯層 (拳大以下の磯)

㊤混土礁層 暗暗色 75YR3B 粘性弱 しまり中

(調査区外)

l

GX昆土磯層 暗栂色75YR3B 粘性弱 しまり中 華大以下の磯を含む

図 13 縄文時代早期集石遺構 3(S=1/30)
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【Sl7】

_ 千 _

T 一一一一 III.二 一.

Q)混土礁層 暗褐色 75YR3B 粘性弱 しまり中 華大以下の襟を含む｡

調査区外)

lSJ9]

①邑上磯層 暗梅色 75YR3/4 粘性弱 しまり中 拳大以下の磯を数イ酪 む｡

lSJl]

①昆土磯層 黒梅色 75Ⅷ 粘性弱 しまり強 白色粒を含み､拳大以下の磯を密 に含む

(宣辻層 褐色 751耶 粘性弱 しまり強

lSJ2]

①邑土磯層 黒褐色 75YR3n 粘性弱 しまり強 硬を疎らに含む

lSJ3]

(訪昆土傑層 暗褐色 75YR3B 粘性弱 しまり中 磯を疎らに含む

lSJ4]

任)混土磯層 黒梅色 75YR3β 粘性弱 しまり強 白色粒を含み拳大以下の磯を多量に含む｡

(三)土層 暗褐色 75YTm 粘性弱 しまり強 硬含まず

㊥混土礁層 絡ま拳大以下｡

④土層 暗褐色 75YTm 粘性弱 しまり強 陳含まず

図 14 縄文時代早期集石遺構4(S=1/30)
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lSJIO]

(三方邑上棟層 黒褐色 10YR3n 粘性中 しまり強 拳大以下の赤変した磯を密に含む

(蔀昆土襖層 黒褐色 10YR2n 粘性中 しまり強 拳大以下の磯を疎らに含み､炭粒を若干含む

(郭昆土襟層 黒褐色 10YR2B 粘性中 しまり強 拳大以下の襟を疎らに含み 任層より多し)､炭粒を若干含む

④土層 暗褐色 1㈹ β 粘性中 しまり強 炭粒を若干含む

lSJll]

(ジ昆土礁層 暗褐色 10YR3/4 粘性中 しまり中 拳大以下の襟を疎らに含み､炭粒が若干混じる 璽一■■
図 15 縄文時代早期集石遺構5(～-1/30)

【5110】



｣

【5日3】 【Sl12】
lSJ12]

(訴昆土裸層 黒褐色 1OYR2B 粘性無 しまり弱

拳大以下の喋を多く含む｡底面には炭粒を少量含み､焼土あり

【SJ13】

(試昆土喋層 黒褐色 10YR2B 粘性無 しまり弱

拳大の陳を･数イ臨 む｡底面には炭粒を少量含み､焼土あリ

lSl14]

-:==:tl T_T I T ;

｢ ､て こ二 二 亘 二 二 二7 ~

①混±礁層 暗暗色 10YR3/4 粘性中 しまり中 拳大以下の磯を疎らに含む

1m

｢丁=

済 > i-I: 覇 撃 璽

】

､'･.I:～:::I_l･T'L;i:T=i'･ヨ

･}-芯▲草叫-T

uヽ 一._
i

図 16 縄文時代早期集石遺構6(5-1/30)

【5110(図 15)】

SIIOは散疎除去後に検出された｡検出面における

磯の分布は､密な部分と疎らな部分があったが､完

全に分離することができなかったため､全ての範囲

を集石遺構とした｡しかし､半裁したところ､配石

を有する掘込みと配石の無い掘込みが若干重複して

存在していたことが判明した｡断面観察の結果､こ

れらの掘込みの先後関係は明確ではないが､遺構内

部の磯の状況から配石のない掘込みの方が古いと考

えられる｡配石がない掘込みは底面中央で2段になっ

ており､もう一方の掘込みと構造が似る｡また､平

面形は円ではなく､浅い凹みが張り出す｡

【5111(図 15)】

SIllはSIIO調査終了後､全体を掘り下げた段塔で

検出された｡SIllの位置は､SIIOの磯範囲のうち､

疎らな部分と重複する｡このため､SIIO検出時に

SIllを認識できなかった可能性が高い｡従って､検

出層位は一段瞥古いが､掘込み面はSnoとほぼ同じ

であったと考えられる｡SI13も散疎除去後に検出さ

れた集石遺構より古い層位で検出されたが､出土し

た炭化材の年代測定結果 (第V章参照)から他の集

石遺構より新しい年代がでており､検出層位と年代

頼臓 も一致 しない状況を示す｡
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①昆土磯層 暗褐色 10YR3B 粘性無 しまり無

拳大力や や大きい襟を密に含む｡尾輪山酸性岩類を若干含む｡

図 17 縄文時代早期集石遺構7(S=1/30)
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【5117】

l～Vl基本層序 (｢表2 基本層序｣参照 )

lSJ17]

(工吐層 黒褐色 75YR3n 粘性弱 しまり強 硬き含まず､炭粒を多く含むO

(封昆土磯層 黒褐色 10YR2n 粘性弱 しまり強 拳大以上の磯を少量､拳大以下を多少に含み､炭粒を多く含む｡

lSP4]

(享:図43【SP4】㊤と同

(互周43【SP4】③と同

【土坑7】

⑤土層 暗褐色 10YR3/4 粘性中 しまり強

く亘)土層 黒褐色 10YR2月 粘性弱 しまり強 炭粒多し｡

図 18 縄文時代早期集石遺構8 (～-1/30)



【S118】

図 19 縄文時代早期集石遺構9(S=1/30)
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lSll9]

590m
三 一

二 ‡竺 二]

①昌辻潤糟 暗褐色 75YR3/4 棚 弓 しまり中 華大以下の静を数個含む｡

【Sl20】

- 58貯

Qy,昆土観音 褐色 10YR4/4 粘性無 しまり強

図20 縄文時代早期集石遺構 10(S-1/30)
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【SI21】

一十 一

61.0m

C混土礁層 暗褐色 10＼御 粘性無 しまり強 拳大以下の喋3個を含む

(訪昆土傑層 にぷい黄褐色 10YR4月 粘性弱 しまり無 炭化物を少量含む

(蔀昆土礁層 暗褐色 10YR3月 粘性やや強 しまり強 lml以内の炭化物を含む

1m
l l- ■lllllllllllllllllllllllllllll■- ■lllllllllllllllllllllllllllll■-

図21 縄文時代早期集石遺構 11(ら-1/30)
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【Sl24】

図22 縄文時代早期集石遺構 12(S=1/30)
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【Sl26】

千

EbEZiZ]

一㌦二__∴ ｢
【925】

(訪昆土傑層 褐色 75YR4/6 粘性弱 しまり弱 拳大の襟を多量に含む

【926】

①昆土傑層 褐色 10YR4/4 粘性弱 しまり弱

(む昆土礁層 褐色 10Y剛 粘性弱 しまり強 拳代以下の襟を含む

(郭昆土礁層 暗暗色 10YR3β 粘性弱 しまり強

578m

-ここ二戸

iZian

一一二ンノ二 ■t

図23 縄文時代早期集石遺構 13(S-1/30)
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lSI28]

: 1 - - ､ : I-==_

(訪昆土礁層 黒褐色 1OYR2B 粘性弱 しまり無 葉形旨大の磯を1イ臨 む

②混土礁層 暗褐色 IOYR3/4 粘性弱 しまり無

【5129】

: -=7 T T __-

1■

①混土喋層 暗褐色 10YR3β 粘性無 しまり無

拳大～人更大以下の陳を少量含み､小陳を多量に含む｡喋密度は高いo

⑦混土礁層 暗褐色 10YR3月 粘性無 しまり無

筆大以下の喋を疎らに含む

図24 縄文時代早期集石遺構 14(5-1/30)
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【SI30】

･.｣
①昆土裸層 褐色 lOYTW4 粘性弱 しまり無 粒子細かく､陳を含む

(訟邑上磯冒 暗褐色 10YR3β 粘性弱 しまり強

図25 縄文時代早期集石遺構 15(S-1/30)

【924】

(訪昆土礁層 暗暗色 10VR3β 粘性弱 しまり強

大ノ｣噸々な磯を含み炭化物を少量含む

(訟昆土磯層 にぷい黄褐色 10YR4β 粘性弱 しまり強 硬を少量含む

【930】

①昆土礁層 暗褐色 10YR3月 粘性無 しまり無

挙大以下の円･角磯を密に含む｡ 赤変し､破砕されたもの多し｡

①昆土礁層 暗得色 10YRBB 粘性無 しまり無 筆大よりやや大きい裸を含む｡

(享辻層 黒梅色 10YR2a 粘性無 しまり無 炭化物を含む｡磯は含まれないo

一30-

【932】

①邑上磯層 黒褐色 10YR2月 粘性弱 しまり強

拳大以下の喋を含み､ほとんどが赤変している｡

【934】

①昆土礁層 暗得色 10＼爪3B 粘性弱 しまり中

華大以下の喋を含み､ほとんどが赤変している｡
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欝 轟 莞 露 適

【Sl33】

a -m 6 _-

= 雫 >0

①混土礁層 褐色 10YFW6

粘性中 しまり中

華大の棟を若干､拳大以下の

喋を多量に含む｡殆ど赤変し

ていなしヽ

S :-I I ･ ;

亨 ∴ lI'∴ ,I...1:- 1- .｢■∋■ヽこ

図26 縄文時代早期集石遺構 16(～-1/30)
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【5135】

①昌江棟層 粘性無 しまり無 亜円榛多Lo半分以上は赤化⊃

図27 縄文時代早期集石遺構 17(S=1/30)
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【5Ⅰ37】

の昆土礁層 暗据色 lDYR3/4粘性中 しまり弱

lbTl前後の赤化した角磯 ･亜角磯を密に含む｡喋の密度は中央巨即まど高いO

㊤土層 褐色 10YR4/4 粘性中しまり弱 炭化物を少量含む｡

一 ､~ 轟 -' '' ' L ' ' L .

図28 縄文時代早期集石遺構 18(S=1/30)
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【g38)

の,昆土礁層 暗梅色 10YR3/4 粘性無 しまり中 lCbll弱の角襟･亜角裸を密に含む.5Ei9に比して赤化の度合いが低し､O

(至)土層 暗褐色 10YR3β 粘性中 しまりやや強 炭粒 ･焼土粒を少量含む｡

③土層 暗梅色 10YR3β 粘性中 しまり中

lSJ39]

(亘涼邑土礁層 褐色 10YR4/6粘性無 しまり弱 lCbTl前約 赤化した亜角磯を密に含む｡

_｣

1m

図29 縄文時代早期集石遺構 19(～-1/30)
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?4k n

tS
の邑上磯層 暗得色 10YR3B 粘性弱 しまり無 喋を含む

(む昆土礁層 黒褐色 10YR2B 粘性弱 しまり無 磯を4個含む

①昆土標層 褐色 75YR4/4 粘性弱 しまり無 襟を多く含む｡ほとんど赤化

1m

図30 縄文時代早期集石遺構 20(ら-1/30)
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【Sl44･Sl45･SI46(図31)】

SI44･SI45･SI46はC5d区周辺に分布する集石遺

構の中心泊勺な遺構である｡

C5d区は散傑検出時においても､磯の密度が特

に高いことが確認され､散磯に混じって土器 (図

51-18)も出土した｡この段階で数基の集石遺構が密

集して存在することが予想された｡SI44とSI46は散

磯検出時に認定しており､SI45は磯の範囲が確定で

-36-

0.T2
3g
%
f,脚
套
]
I咽
.墓

耽
.岬
Y
U
]空

港
e
ゼ
掛

襟

(
1
伽

｣

俄
鷲
諸

Eu

O
L

薫

Ⅷ
藩
出

叫廿
日

【寸bfS】

O′｣蜜

GDqや
′J
I
JI
J
I鳴

.

2
7
7
舶
轟

音

･
脚
示
教
E

o･T2
巾
∪
7
品

南
雲
]
蔽
叫
.冶
巾
∪
-軸
心況
暫

牒
(1伽
｣

甘

世
m菜

ミ
2
6
L

蓮

墜
落
出

叫竹b
E9t7fS]

白
巾
リ
ブ
轟

T3
,棄
]
-噌

甘
(]伽
｣

順
だ

J
r
洲
I諾

慧
牢6L
心空
等

詔
叫Ea

【S寸6
]

(O
M
＼
L=
S
)

LN
埜
哨
腫
蛾
蒜
叶
ど

皆
2E
聖

LE
区

きなかったため､散欄除去後に認定した｡

しかし､散磯除去後､平面における磯の分布状

況を観察すると､SI44とSI45の境界は､SI45の輪

郭を描いて磯が弧状に分布しているように看取され

た｡このため､検出時に想定した先後関係は､SI45

-SI44･SI46であったが､断面観察の結果､SI44･

SI46→SI45であると考えられる｡





lS[43]

の昆土磯層 暗褐色 10Ⅷ3B 粘性中 しまり弱

5-1Cbl大の角操を密に含む05m 前後の｣＼ぶりのものが多しヽ 赤化率は約5げ‰

炭化物を少量含む｡

岳岩ii:a

i ～.r & T 勺 ･丁 ナ-

; ;--- ll- _LL 盛 IL!._:_ - n

__.' ' _∫_.I. 一･i! 買 ;-冠 ._. ･･.･･

車 -_--; :;

図32 縄文時代早期集石遺構 22(～-1/30)
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千

､＼､- 豊=≡ 〒 - ｢

①昆土磯層 暗梅色 10YR3/4粘性中 しまり弱

ICbn以下の角磯 ･亜角喋を疎らに含む｡炭化物を少量含む｡

G)温土礁層 褐色 75YR4佑 粘性弱 しまり無

(封昆土礁層 暗褐色 10YR3/4 粘性弱 しまり無

∴ 二 ∴ ヰ ･ _∴｣L ~---

図33 縄文時代早期集石遺構 23(S=1/30)
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5152】

図34 縄文時代早期集石遺構 24(ら-1/30)



【SI53】

574m

①混土磯層 暗褐色 10YR3/4 粘性無 しまり弱 拳大以下の観 点あり

②土層 褐色 lGYR4/4粘性無 しまり弱 喋なし

図35 縄文時代早期集石遺構 25(～-1/30)
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lSI47]

｢

5
74m

57.4m

一一′__広 が - I一一

lS.56]@

578m

l

lSt57]

0
0 C>

◎

-席 _-

｢｢く 史プ-メ .つ

(拐昆土礁層 暗褐色 75YR3/4 群占性弱 しまり弱 拳大の襟を含む

1m

叩
乱

調

馴

肥

L'-朱 も ∴ ごIt.･t'':宗

図36 縄文時代早期集石遺構 26(S-1/30)
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【Sl58】

5二 m甫 -

(訴昆土磯層 褐色 10YW4 粘性弱 しまり弱 裸を含むが土質は秩,

(三方昆土喋層 暗褐色 IOYR3/4粘性弱 しまり強 拳大以下の蝶を含むO

(討邑上棟層 褐色 75YW4 粘性無 しまり強

d)4m 大の陳が密集しており､一部赤変している

(至)土層 褐色 75YTW4 粘性無 しまり無 喋なし

④)昆土塊層 褐色 75YTW4 粘性無 しまり無

若干土が軟らかく､め5-1αm大の磯が疎らに含まれる

図37 縄文時代早期集石遺構 27(S=1/30)
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【Sl60】

任)混土喋層 暗褐色 10YR3/4粘性弱 しまり弱 拳大の喋を多量に含む

㊤混土蝶層 褐色 10YR4/6 粘性弱 しまり弱

く郭昆土礁層 暗転色 10YR3/4 粘性弱 しまり弱 拳大以下の榛を多量に含む

図38 縄文時代早期集石遺構 28(S-1/30)



lSl61]

①温土礁層 暗褐色 10YR3n 粘性弱 しまり無 磯密度はイ乱ヽ

図 39 縄文時代早期集石遺構 29(S-1/30)
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【5162】

【SI63】 /~＼
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/

/

/

/

①昆土礁層 褐色 10YR4伯粘性弱 しまり弱 上告即こ拳大の喋を含む

図40 縄文時代早期集石遺構 30(～-1/30)
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【Sl64】

_ LT I T _T ･:

-｢ ミ二二二五二7~′

C混土磯層 褐色 10YR4/6 粘性中 しまり無

湿り気あり｡挙大の際を3イ臥 拳大以下の6禁を少量含む｡

【Sl65】

I .∴

｢ く 三匹 =7丁l

(Ⅰ辻層 黄褐色10YR5/6粘性中 しまり強 摸含まず

(訂昆土礁層 褐色 IOYR4/6粘性中 しまり強 硬含む

1m

図41 縄文時代早期集石遺構 31(S=1/30)
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3 炉穴

今次調査では炉穴が7基検出された｡SP1･SP

2はB5C区､SP3はB5b区とB5d区の境界線付近､

SP4･SP7はD如区､SP5･SP6はC5a区に位置

する｡これらは調査区北辺､即ち､尾根中央付近の

平坦地もしくは緩斜面に立地する｡

【検出】

確認調査では､集石遺構は検出されたが､炉穴は

検出されなかった｡しかし､炉穴は平坦地と斜面地

の両方に構築される例があるため､調査区全面で炉

穴の確認をする必要があった｡まずGr.G以東の斜面

地においてトレンチ3本を傾斜に沿って設定し､炉

穴の検出作業を行ったが､遺構 ･遺物とも確認され

なかった｡次に平坦地は､集石遺構がない場所で遺

構障査を行った後､全体を掘り下げて検出作業を行っ

た｡また､集石遺構の調査が終了した場所でもトレ

ンチをあけ､炉穴の検出作業を行った｡

【調査方法】

炉穴の検出後､長軸に沿って半裁し､断面図を作

成した｡しかし､作業工程や検出する際の掘削深度

によっては写真記録のみのものがある｡重複する炉

穴については､検出面で先後関係を判断し難く､断

面観察によって判断した｡出土遺物と磯については

原位置を保った状態もしくはそれが推定できる状態

のものがなかったため図化していない｡

【SPl･SP2 (図42)】

SPlとSP2はB5C区に位置する｡重複しており､

断面観察の結果､SP2がSPlに先行する｡両者と

もに長軸は東西方向であり､SPlが若干北に振る｡

長軸は地山の傾斜に並行する｡

SPlは長軸 1.98m､短軸は0.93mを測る｡床面は

凹みが2箇所あり､西 (傾斜の低い方)が浅い｡埋

土は黒褐色の硬質土で炭粒と磯を若干含むが､明瞭

な焼土の堆積はみられなかった｡また､埋土中から

土器 (図50-17)が出土した｡

SP2は長軸3.36m､短軸推定0.8mを測る｡SP1

に切られているため､東端と西端が残っていたが､

東端付近はSPlより深く検出面からの深さは約

0.6mである｡西端は深さ約0.1mで浅い｡埋土はSP

lとさほど変わらない｡遺物は出土していない｡

I1

丁八 ､､八

I. / 一一-予1､

＼＼＼
.-1P5【
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図42 縄文時代早期炉穴 1(～-1/30)



㊨

【g)4】

(王Xこぶい黄褐色土 10YR46 粘性無 しまり強

褐色の丸い斑がみられ､白色粒を多く含む｡黄樺色 (焼士力､)

粒が疎らに､炭粒が多く含まれるU

住暗褐色土 10YR3/4粘性無 しまり強 褐色土の丸い斑が

みられるo黄樺色粒 ㈲土か)が多く含まれる｡

住暗褐色土 粘性無 しまり強 炭粒を多く含む｡

図43 縄文時代早期炉穴2 (S-1/30)

【SP4 (図43)】

SP4はD4C区を中心とした場所に位置する｡周

辺の集石遺構調査が終了した段階で全体を掘り下げ

た結果､第Vb層中から検出された｡長軸はほぼ南

北である｡SP4は北側で別の土坑に切られている

が､幅を広げしっっ調査区外北方へ続くと考えられる｡

長軸は3.7m以上､短軸は約0.64mである.断面を

観察すると壁面は床から広がるように伸び途中から

オーバーハングする｡埋土に明確な焼土の堆積層は

みられない｡なお､調査中はSP4を rSP4a｣とし､

SP4を切る土坑を rSP4b｣と称した｡実測､遺物

の注記はこの名称を用いている｡
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【SP7 (図43)】

SP7はSP4の南に接するように位置する｡検出面

が低いため､SP4との先後関係は不明である｡長軸

は東西方向で､長さ 1.82m､短軸は約0.8mを測る｡

平面形は涙滴状であるが､北側にやや浅い張り出し

がある｡この張り出し部分で扇平な疎が出土した｡

出土位置は検出面でSP7の中心に向かって傾斜す

るように位置していた｡この疎は径4CbnX28m厚､

さ&mの砂岩である｡疎上面の周縁部は加火または

被熱によって赤化しており､中央部分は傑面の色が

残る｡底面付近には焼土層が堆積しており､埋土中

にも赤化した裸が疎らに混じっていた｡
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l

À

@
①培褐色土
④暗褐色土
③暗褐色土
④暗椅色土
堰)黒褐色土
㊥黒褐色土

10YR3/4 粘性中
10偶 β 粘性中
751¶3β 粘性中
10YR3/4粘性中
10YR2β 粘性中
10Ⅷ 粘性中

しまり中 華大以下の磯を疎らに含み､殆どが赤変している｡また､白色粒を含む｡
しまり中 徴ま殆ど含まなし㌔白色粒と炭粒を含む BP3】
しまり中 (三層に含まれる炭粒より若干大きな炭を含み､焼土粒を疎らに含む 【y3】
しまり中 華大以下の赤変した蝶を密に含む｡炭粒を含むが含･④層に比して極端に少ない 【931】
しまり中 華大以下の赤変した磯を密に含む 【931】
しまり中 磯含まず､炭粒を含む.地山が楓 こより変化したわ㌔

図44 縄文時代早期炉穴 3(S-1/30)



【Sl31(図44)】

当初､SI31は磯のまとまりが2箇所認められたた

め､集石遺構2基が近接して存在していると考えら

れていた｡しかし､両者を結ぶ長軸に沿って半裁し

たところ､集石遺構が別の遺構 (SP3)に切られてい

る状況力判明した｡即ち､まずSI31が存在し､次に

SP3がSI31を半分破壊しつつ構築されたようであ

る｡そして､SP3が埋没する過程の最終段階にSBl

由来の磯が土とともに堆積したと考えられる｡SI31

の配石と検出された磯の間に土が間層として入って

いることもその証左といえるであろう｡
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【SP3 (図44)】

SI31の東側を切る形で存在する｡長軸は南北方向

からやや西に振っている｡長軸は2.49m､短軸は1.38

mを測る｡深さは南側が約0.3m､北側が0.76mで､

北側が深い｡北側には窪みが二箇所あり埋土に炭化

物と焼土粒が認められた｡焼土の層はなかったもの

の炉穴の可能性が高いとみられる｡



【SP5】

572m

【SP6】

㊨ (9

図45 縄文時代早期炉穴4(S-1/30)

【SP5(図45)】

SP5は長軸が南北方向からやや東へ振る｡長軸は

3.48m､短軸は0.9mを測る｡床面は図の右側が2

段になっており､左側に向かって徐々に浅くなる｡

埋土は単層ながら､焼土粒と炭粒を含んでおり､また､

床面の最深部は土がやや赤変しており､火を焚いて

いたと考えられる｡なお､SP5の図上右端は926･

SI27と､図上左端はSI31と若干重複するも､先後関

係は不明である｡
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【SP6(図45)】

SP6は長軸がはる鎌 西方向である｡長軸は2.49m､

短軸は 11.1mを測る｡深さは図上右端で0.4m､左

端で約0.2mを測る｡埋土は単層ながら､焼土粒と

炭粒を含んでおり､また､床面の最深部は土がやや

赤変しており､火を焚いていたと考えられる｡重複

する遺構はない｡SP6北側に浅い土坑があったが､

SP6との関係は不明である｡



【S⊂3】

Ⅶ

lX

- A.･.･一一一･･･.･･一一一■-ll･■･■ll一一･･I- -Ill一一･一-I+ --- -

【9:3】

(王黒褐色土 751陀 β 粘性無 しまり強 白色粒を含む

(享)黒色土 10YR4/4粘性弱 しまり弱 白色粒と炭粒を少量含む

【Vb～lX】基本層序 (表2 基本層序参照)

※Ⅵll∫Ⅵ‖層と特徴は同じだが､白色粒を少量含む

㌔ .～ .｣

0

図46 縄文時代早期土坑 1(S-1/30)

4 土坑

【S⊂3 (図46)】

SC3はC6d区に位置する｡SI58･SI59の調査後に

全体を掘り下げたところ､Vb層中から検出された｡

層位的にはSI58･SI59の下に位置するが先後関係は

不明である｡また､埋土中から炭粒や焼土粒が顕著

に認められなかったので､炉穴の可能性は低い｡

SC3を大きく断ち割ったところ､Ⅶ､Ⅷ層が検出

された｡Ⅶ ･Ⅷ層は調査区内に普遍的に見られる層

ではないが､調査区南†則の斜面付近でのみ確認され

る｡Ⅷ層下部には軽石状の粒が多くみられたため一

次唯積層であると認められる｡
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【S⊂1･2 (図47)】

SClとSX:2はG止 とGr.4の交点付近に位置す

る不定形の土坑である｡両者ともに埋土の質は似て

いるが､若干色調が異なる｡埋土中に少量の炭粒を

含むが焼土粒は認められない｡時期を示す遺物が出

土していないため､時期判定は難しいが､Ⅳ層下部

からVa層 (散傑)上面付近で検出されており､集

石遺構と何らかの関係があると考えられる｡


